



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 7年 平成 25 年 平成 25 年
40 歳代 5 1 0
50 歳代 15 2 2
60 歳代 4 16 12
70 歳代 6 15 6
80 歳以上 0 3 0
不明 8 ― ―







































事務局制 （10 年） 震災 （10 年） 暴追 （5 年） 現在
　　　昭和 63 年 平成 7 年 平成 19 年 平成 25 年
第 1 世代 ７人＋第 2 世代 1 人
（男 6 人、女 1 人）














第 2 世代 2
（男 2）









　　年齢は聞き取りと同志会名簿による。第 2 世代は現在 60 歳代後半・70 歳代。
　　資料：真野まちづくり推進会役員・委員名簿 ( 昭和 63，平成 7，20，25 年度）
まちづくり組織の高齢化と新しい担い手
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推薦の一般委員だった者は4人しかいない。ま
た、現在の自治会推薦一般委員20人の中で、
19年前の震災時から委員だった者は1人しかい
ない。一般委員の中で活動に積極的な者は、つ
とに事務局役員に組み込まれている。たとえば、
震災時に自治会推薦で入った委員で現在役員に
なっている者が、4人いる。
推進会の中心にいて活動を引っ張っている現
在の役員の年齢構成は、表3のように高齢者が
多い。平成25年の役員と平成7年の震災直後の
役員を比べると、現在の推進会の役員は超高齢
化している。まちづくり運動の世代という点で
見ると、図1にあるように、現在の役員層は、
60歳代後半70歳代のまちづくり第2世代34人
と、40歳代50歳代の第3世代7人から構成され
ている（この41人の中には、平成25年時点で
事務局を外れ自治会推薦に戻っている者4人が
含まれている）。すでに指摘したように、世代
交代の観点から見ると、この間にあった積極的
な委員の若返りのチャンスは、女性層も大きく
進出した暴追運動直後の時であったと見られる。
これまでまちづくり推進会には直接係わって来
なかった地域活動者たちが、暴追運動で前面に
登場し、まちづくり推進会の運営に参入した。
また、推進会の側もこの人たちの取り込みを図
った。しかし若い者には推進会の敷居は高かっ
たと見えて、この活動者の人たちには40歳代
以下50歳代前半くらいの者は少なく、再生し
た推進会も内実は高齢社会を反映した委員層が
内実であった。この委員の大きな転換期も、若
返りの契機にはならなかった。
もう一点、この委員の推移から見出せること
は、震災直後の第1世代から第2世代への交代
時に、同志会の会員が大幅に参入した現象であ
る。昭和63年のまちづくり推進会の地元委員
63名中に当時の同志会会員は20名で29.0％を
占めていたものが、平成7年には推進会地元委
員73名中同志会会員が29名と、10％も増えて
いる。また、16人の自治会長について見ると、
平成7年の段階になるとうち9人の自治会長が
同志会会員で、さらに平成20年には12自治会
長が旧同志会会員と、着実に同志会会員の自治
会長が増大してきている。若手の同志会会員が
加齢とともに自治会や団体の長に入り、まちづ
くり推進会の役員層に参入するルートが、震災
の時の第2世代への世代交代に有効に作用した
ことを見て取れる。しかし、平成18年の暴対
運動時には、前節で見たように第3世代への世
代交代をもたらさず、同志会ルートは暴対運動
の頃には飽和状態に達していたと解することが
できる。
真野ではまちづくりの組織や活動がしっかり
している分、若い世代が入り込む余地が少なか
ったことが考えられる。若い者にとっては、ま
ちづくりの敷居が高い。地域組織や地域活動に
若い者を取り入れるのはどこの町でも難しいが、
真野は年長者が頑張ってきた分だけ一番きつい
状態にあるのではと地元では見ている。25年
12月の各町自治会役員ワークショップでも、
役員自身から「役員同士が仲が良すぎて、輪に
入りづらい。出てくる人はいつも同じ。（自由
なたまり場として想定されていた）福祉センタ
ーは役員が固まっていて、入りにくい」といっ
た指摘が出されている。年寄り世代の者でもま
ちづくりに入りにくいと言っているのだから、
若い者にはもっと入りにくいのだろう。さらに、
「年寄が強すぎる、若い人に任せる必要がある」
との声も出ている。
５．若い者の脱組織化と小ネットワー
　ク化の実態
前節で見たように、現在のまちづくり推進会
の大きな課題は、委員層の世代交代にあり、し
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かも組織自体の持続上の限界に近づいているこ
とが明らかである。では、若い者たちはなぜま
ちづくりに入って来ないのだろうか。
「小学生の子どもを持つ若い世代は“真野まち
づくり”を知らないが、真野のまちづくりの歴
史の話をすると結構感動し、他の人にも聞かせ
たいと言う。」PTAの新規来住の親を対象にワ
ークショップ「ようこそ真野へ」 を企画・実施
した、まちづくり推進会顧問の乾亨（大学教
授）はこのような指摘をしている。と同時に、
これまでの経験からして、「若い世代が課題解
決型の運動組織にはなじまないか、あるいは、
まちづくりの敷居が高いかの理由で、彼らが推
進会やふれまち協議会、同志会に参加してくる
ことは、あまり期待できない」とも述べている
（全世帯アンケート調査実行小委員会会合25年
6月）。しかしそれ以前に、こうしたワークシ
ョップに出てくる若い者自体が少数派で、多く
の若い親は働くことに熱心でPTAにも出てこ
ないとも言われている。
「全世帯アンケート調査」結果から、真野まち
づくり活動と地域の諸組織への認知度を世代別
に比べると、20代～ 40代までの世代と50代以
上の世代との間に、まちづくりへの認知の断層
があることが浮かび上がってくる。まちづくり
の活動のどれを知っているか、参加したことが
あるか、地域の諸団体をどれほど知っているか
の問いから、60代70代の高齢者はまちづくり
を経験した世代で全体を良く知っているのに対
し、50代が少しは知っている世代、40代以下
になるともう知らない世代であることが明らか
になった。まちづくりの活動、地域の組織を
20代～ 40代にどう「伝える」かが、課題とな
る。
若い人たちに呼びかけて実施した「真野つな
がるカフェ」9）の3回目（25年12月）に集まっ
た若い世代12名の中からは、次のような発言
が出た。「真野のおっちゃんたちは元気で頑張
るから、自分たち世代の出番はないように感じ
る。」「“若い世代に任せる”と上の人が言って
も、結局、周辺の人がいろいろ口出してくるか
らしんどそう。」「まぁ、そんなに目立たず、や
らなあかんことをするというのが一番いいと思
っている。」30代40代の若い世代は地域イベン
トに注目していて、子どもを中心にたなばた祭
りや盆踊り、M社主催のクリスマス会などにも
参加し、自治会の地域行事の手伝いなどにも出
る者もいるが、まちづくりの組織には入りたが
らないし、自分たちの活動が高齢者たちから制
限されると離れてゆく。行動を制限される煩わ
しさゆえに、組織を嫌う傾向が強い。
こうした若い世代のPTAと青少年問題協議
会に軋轢があることが、まちづくりの役員の中
から指摘された（アンケート調査実行小委員会
会合25年12月）。子育てネットワークをやった
時に、PTAを青少協と絡めたら、若い人が出て
来なかったという。青少協は既成の団体で、ど
ちらかというと50代以上高齢者が主導してい
る。また、まちづくりの役員の一人は、「若い
人の集まりに、まちづくりは口出ししたらダメ
だ」と言う。子どもたちが中心の夏祭りの時に、
PTAとの関係で軋轢が起こった。「夏祭りと盆
踊りを一緒にしたらと出したところ、PTAの若
い人たちは反発して、やりすぎるから高齢者は
役員からはずせとか、まちづくりの役員は口出
しするなという反応だった」という経験を挙げ
た。
このように、団体活動に長じた高齢者世代と
窮屈さを嫌う若い世代の間には、大きな溝があ
る。しかし、若い世代の者たちの間に地域の中
でのネットワークがないかというと、そうでも
ない。3回目の「真野つながるカフェ」で出た
若い世代の意見に、「私たちの世代は、まちづ
くりとか言われても関心ない、動かない。関心
まちづくり組織の高齢化と新しい担い手
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があるのは、どこに買い物に行ったらいいかと
か、どこで子どもを遊ばせられるかとか、身近
な情報。そんな話なら聞きたい。自分たちに係
わること、関心があることなら参加するかも」
というのがあった。そして「若い世代は若い世
代のつながりはある。少年サッカーとか少年野
球とか、PTAも各学年はラインでつながってい
る」との発言も見られる（第2回真野つながる
カフェ）。こうしたつながりは、「全世帯アンケ
ート調査」からも裏付けられる。真野の中の親
しい人を聞いた設問に、30代の者117人中16
人がPTAの友人を、13人が子どものサークル
関係の友人を、40代の者174人中17人がPTA
の友人を、9人が子どものサークル関係の友人
を挙げている。各世代1 ～ 3割程度であるが、
地域に仲間のネットワークをもっている。さら
に、いま悩んでいるあるいは近い将来問題にな
りそうなことの問いで、20代30代40代の者が
最も関心を持っているのが｢学力・進学・しつ
けなど子どもの教育｣の問題で、問題を持って
いるうちの3 ～ 4割の者がこれを選んでいて、
2番目に多い｢広さや家賃などの住宅問題｣の2
～ 3割を凌いでいる。また、その解決法を聞い
た設問で、30代52人中4人が、40代88人中4
人が、解決法として「同じ問題を抱えている人
と話し合う」をえらび、さらに、30代52人中7
人が、40代88人中5人が、解決法として「地
域全体で協力して解決に取り組む」を選んでい
るので、関心があることが出れば、こうした仲
間のつながりを介してアクティブになる可能性
があると思われる。
若い世代は身近なことだと関心を持ち動くか
もと、自己診断をしている。しかし、歴史的に
「まちづくり」を担ってきた人たちも、当時は
「身近なこと」でどうしたら良いかで動いてい
た。今は、当時に比べて満たされ過ぎていると
いうことなのか、ちょっと手を伸ばせば、いろ
いろなものが用意されている。サービスをお金
で買う選択肢が幾重にも取り囲んでいる社会の
中にいる。極端に言えば、個人的に購入して用
意をするということができるので、何人かで確
認をし合いながら用意をするという発想は必要
ない。とは言え、別の選択肢もある。買い物と
か子どもを遊ばせる場所とかが不便だと感じた
ら、それがニーズになる。ニーズの自覚が必要
なのだろう。自分のニーズが周りの人のニーズ
でもあると知ったら、一緒に手に入れようとい
う気になるのではないだろうか。「自分たちに
係わること、関心があることなら参加するか
も」の部分を、より自覚的、自分自身に対して
明示的にやって見る方向に移行することが、周
囲の人びととつながりを作る点で大事なのかも
しれない。
６．むすび 
　　―新しい担い手発掘にむけて―
真野地区の半世紀のまちづくりの歴史を振り
返り、世代交代に注目して見ると、真野同志会
が自治会やまちづくり組織に人的資源を供給す
る構造があって、これが世代交代を可能にして
きたことが明らかになった。
真野地区まちづくり推進会の委員名簿を基に、
震災前、震災直後、暴力団組事務所追放運動時、
現在の時点と推移を追って見ると、50年の間に、
まちづくり運動の第1世代、第2世代、第3世
代へと委員の世代交代がなされていることが浮
かび上がった。第1世代から第2世代への交代
はスムーズに行ったが、第3世代の参入は未だ
足踏み状態にある。本稿の第4節で析出したよ
うに、まちづくり推進会の委員の若返りのチャ
ンスは、震災直後と暴追運動の時の二つの時期
があった。震災の時に公害追放運動時の第1世
代から第2世代に交代したが、第2世代は同志
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会の会員だった。そして、同志会のまちづくり
への人的資源供給構造は、第2世代まではうま
く作用したが、第3世代になる頃にはこのルー
トが閉じてしまったことが示されている。暴追
運動を契機にまちづくり推進会に入ってきたリ
ーダー層は、ほとんどがそれまで町内の別のと
ころで動いていた世代的には第2世代と同じ人
たちで、第3世代の40代50代層は数が極端に
少なく、この時期は世代交代のチャンスにはな
らなかった。推進会はその後、構成員の大半を
占める第2世代がそのまま高齢化する一方で来
ている。
同志会の人材供給ルートが閉じてしまった内
実は、若い者が参入せず供給ルートが飽和状態
に達したと見ることができる。いずれにしても、
同志会そのものが高齢化してしまったというこ
とが、平成18年の新生同志会の結成に至る規
約の改正を必然的なものにしたが、規約の改正
の効果は、まちづくりに主体的に関わる層を厚
くすることに成功したとはいえ、再生した新生
同志会が推進会の世代交代に未だうまく機能し
ていないことに表れているように見える。まち
づくりをさらに持続可能にするためには、まち
づくり推進会やふれあいのまちづくり協議会に
若い世代の参入を促すルートをさらに再生しな
ければならない。
まちづくりの役員委員は、改選時に前委員が
推薦した候補者の中から事務局が原案をつくる
やり方で決まるが、このやり方を通して意図的
にまちづくりを継続して進めてきても、若い世
代が入って来なかったのであるから、世代交代
は至難の技と言わざるを得ない。実際には、
「活動のお手伝いには、どうしても話の通じる
人を引っ張り込むことになる」（26年1月推進
会代表へのインタビュー）という原理が働き、
つながりのあるところでしか声掛けができない
ので、どうしても同じ顔ぶれになってしまう傾
向にある。委員の改選時にあまり接触のない者
を引き込むことは、なかなか生じ難い。それ故
に、普段まちづくりの側から、若い世代の層に
積極的に働きかけることが必要になる。
第5節でみたように、真野の30代40代の若
い世代は自分たちの関心のあることには係わり
をもつことに否定的ではなさそうだし、子ども
を介した親たちのネットワークもそれなりにあ
るようである。まちづくりが、これら若い世代
にどう接点をつけるかが課題になる。若い世代
の者は、既成の組織には入りたがらない。地域
団体としての同志会にこれまで若い者が参入し
ていないことを見ると、団体という枠を離れて
ネットワークという枠の方に重点を移すことが
できると、声掛けの広がりが拡大するかもしれ
ない。若い世代がつながり型のネットワークや
共感型のグルーピングの志向である（平成25
年6月会合での京都市まちづくりアドバイザー
の指摘）ならば、同志会の人材供給ルートには
乗らないであろうし、子ども会の再生も難しい
であろう。彼らの関心事として示されている子
どもの育成を活動のテーマに、PTA、子どもの
サークル関係をめぐる既存のネットワークの中
で、まちづくりを若い世代につないでゆく方向
のほうが、可能性のあるアプローチだと思われ
る。
他方で、若い世代にも自治会レベルでの地域
行事の手伝いに参加している者がいることを考
えると、自治会の地域組織に班長ルートで参入
してくる40代50代の世代を育ててまちづくり
につないでゆくのも、有効な方法として考えら
れる。「全世帯アンケート調査」では、50代に
なると、現在あるいは近い将来問題になる関心
事の1位が「高齢者や障害者の介護」になって
いる。現在の真野まちづくりの高齢者福祉の活
動は、在宅要介護の高齢者は焦点になっていな
い。たとえば、在宅要介護高齢者の家族が集ま
まちづくり組織の高齢化と新しい担い手
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って話しができる場を地域で用意するとか、認
知症の在宅お年寄りの地域での介助とか、要介
護高齢者の軽度なリハビリの場とか、地域包括
支援センターがケアマネージャーを軸に実施し
ている体制からは漏れている領域で地域が補完
できるような、高齢者介護の地域活動の新しい
あり方が、50代の者たちのテーマになるかも
しれない。若い世代の既存のネットワークの中
でまちづくりをつなぐ方法や、既存の地域組織
に参入してくる者にまちづくりをつないでゆく
あり方を、詳細に詰めてゆくことが次の検討課
題になる。
＜注＞
1）広原盛明ほか 2002：3章。
2）本節の真野まちづくりの沿革は、広原盛明 1996、
今野裕昭 2001、真野地区まちづくり推進会 2005、
佐藤滋ほか 2006、暴力団組事務所追放等協議
会 2007に詳しい。
3）毛利芳蔵 1984：32-35頁。
4）M社の真野地域での取り組みと意義について
は、竹内裕一 2013：120-125頁の紹介がある。
5）こうした仕組みの特徴は、今野 2001：5章に
詳しい。真野同志会の役割については、同書
180頁に言及されている。
6）真野地区の世代交代を考えるために、平成25
年からまちづくり推進会の中に全世帯アンケー
ト調査実行小委員会を立ち上げて、26年3月に
各町自治会の役員たちを通じた留置法によるア
ンケート調査（集計有効票1,487票、住基台帳
総世帯数の50.6％）を実施した。調査票は、
住み良さ、生活上の悩みと解決法志向、地域活
動・まちづくりへの参加と評価、近隣つきあい
など、40問からなっている。
7）「真野住み心地アンケート調査」（2008年9月
実施）
8）妻木進吾 2012：490-495頁。
9）全世帯アンケート調査の企画ワーキンググル
ープは、20 ～ 40代層に呼びかけて、オープン
に会話を行うワールドカフェ方式でのワークシ
ョップ「真野つながるカフェ」を、平成25年9
月～ 12月に3回実施した。
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